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 論文内容要旨 
 
Comparative Efficacy and Safety of Linezolid and Quinupristin- 
Dalfopristin in the Treatment of Vancomycin-Resistant Enterococcus 



















【結果・考察】検索した 674報のうち，適格基準に該当する 5報（1 RCT 
and 4 Retro）が選定された．LZD 群（n=208）と比較して Q-D 群（n=125）
は優位に死亡率が高い（OR, 0.47; 95% CI, 0.23 to 0.97; heterogeneity 
P=0.13, Z=2.05, P=0.04, I2=44%; Begg's test, P=0.33; Egger's test, 
P=0.78）ことが示されたが，臨床的及び細菌学的治癒に有意差は認めら
れなかった（58 and 43%, respectively, P=0.6; OR, 1.51; 95% CI, 0.75 to 
3.04; heterogeneity P=0.32; Z=1.15, P=0.25; I2=0%）．また，治療に伴う
有害事象は，両群で異なるプロファイルを示した．本成果は VRE感染症
に対する有効な薬剤選択を示唆するものであるが，患者への適応にあたっ
ては，本研究の制限や薬剤特性，病態，微生物学的情報などを考慮する必
要があり，今後の検討が必要と考える． 
 
